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今日話をすること今日話をすること

�� 安全安心まちづくりとは安全安心まちづくりとは??

�� 私たちが直面する危機・・マルチハザード私たちが直面する危機・・マルチハザード

�� 危機増大の構造と要因・・脆弱な被災基盤危機増大の構造と要因・・脆弱な被災基盤

�� 安心のための体質改善・・安心環境デザイン安心のための体質改善・・安心環境デザイン

�� 災害・犯罪のない社会の展望・・アメコミセ災害・犯罪のない社会の展望・・アメコミセ

キュリティキュリティ



1.1.安全安心・まち・づくり安全安心・まち・づくり

�� 安全安心・・多様な危機に対応する安全安心・・多様な危機に対応する

自然災害だけでなく犯罪や社会災害も自然災害だけでなく犯罪や社会災害も

�� まち・・ハードとソフトさらにヒューマンを融合まち・・ハードとソフトさらにヒューマンを融合

災害に強いひとづくり災害に強いひとづくり

�� つくり・・内発的で地域に即した取り組みつくり・・内発的で地域に即した取り組み

地域密着型の手作りの防災・防犯地域密着型の手作りの防災・防犯



2.2.リスク・・リスク・・2121世紀の動向世紀の動向

�� 22つの周期とつの周期と33つの脆弱化によるつの脆弱化による

災害の多様化と巨大化が危惧される災害の多様化と巨大化が危惧される

22つの周期つの周期

自然の周期・・地球は活動期自然の周期・・地球は活動期

社会の周期・・社会は風化期社会の周期・・社会は風化期

33つの脆弱化つの脆弱化

地球環境の脆弱化・・地球は温暖化地球環境の脆弱化・・地球は温暖化

人工環境の脆弱化・・技術は腐朽化人工環境の脆弱化・・技術は腐朽化

社会環境の脆弱化・・社会は弱体化社会環境の脆弱化・・社会は弱体化



日本の自然災害の動向日本の自然災害の動向



日本の危険物災害の動向日本の危険物災害の動向



日本の犯罪(刑法犯)の動向



2121世紀の死亡リスク・・推計値世紀の死亡リスク・・推計値(1(1年間年間))

わが国の防災対策が現状のままわが国の防災対策が現状のまま?? ?? とするととすると

�� 洪水・地滑りなど・・洪水・地滑りなど・・200200人人??前後前後

�� 地震・津波・噴火など・・数百人地震・津波・噴火など・・数百人

�� 犯罪・・犯罪・・10001000人人??前後前後

�� 火災・爆発・・火災・爆発・・20002000人前後人前後

�� 日常事故・・数千人日常事故・・数千人

�� 交通事故・・数千人交通事故・・数千人

�� 自殺・・自殺・・33万人万人??前後前後



3.3.被災増大の要因構造被災増大の要因構造

被災の多様化や大規模化は、加害側の破壊被災の多様化や大規模化は、加害側の破壊

力の増大と被災側の防御力の減退の両面か力の増大と被災側の防御力の減退の両面か

ら説明することができる。ら説明することができる。

(1)(1)加害側・・地球環境、構築環境、精神環境加害側・・地球環境、構築環境、精神環境

の疲弊の疲弊

(2)(2)被災側・・社会基盤および空間構造の脆被災側・・社会基盤および空間構造の脆

弱性弱性



被災側の社会的要因被災側の社会的要因

�� 災害あるいは犯罪を防ぐ社会的な力が減退災害あるいは犯罪を防ぐ社会的な力が減退

している。災害も犯罪も、共通した社会的要している。災害も犯罪も、共通した社会的要

因に支配されている。因に支配されている。

防災意識の希薄化防災意識の希薄化、、災害防備の形式化災害防備の形式化、、

コミュニティの弱体化コミュニティの弱体化、、人口構成の高齢化人口構成の高齢化、、

都市施設の老朽化都市施設の老朽化、などの社会的要因が、、などの社会的要因が、

災害や危機の種別に関わりなく作用し、被災災害や危機の種別に関わりなく作用し、被災

の多様化や大規模化をもたらしている。の多様化や大規模化をもたらしている。



犯罪の社会的要因犯罪の社会的要因

�� 加害側に関わる要因加害側に関わる要因

・・貧困、ストレス、モラルハザード・・貧困、ストレス、モラルハザード

�� 被災側に関わる要因被災側に関わる要因

(1)(1)被災者・・無警戒、無防備、孤立化被災者・・無警戒、無防備、孤立化

(2)(2)被災空間・・監視性や領域性の欠落被災空間・・監視性や領域性の欠落



放火の社会的要因放火の社会的要因

�� 加害側の要因加害側の要因

・・上司の叱責・・ストレスの蓄積・・上司の叱責・・ストレスの蓄積

・・お酒を一杯・・モラルハザード・・お酒を一杯・・モラルハザード

�� 被災側の要因被災側の要因

・・ゴミ屑の放置・・維持管理の欠落・・ゴミ屑の放置・・維持管理の欠落

・・夜目・遠目・・コミュニティ監視の欠落・・夜目・遠目・・コミュニティ監視の欠落



社会的要因の３類型社会的要因の３類型

�� ヒューマンウェアとしての意識ヒューマンウェアとしての意識

・・油断、無視・・油断、無視

�� ソフトウェアとしてのコミュニティソフトウェアとしてのコミュニティ

・・孤立、希薄・・孤立、希薄

�� ハードウェアとしての空間ハードウェアとしての空間

・・老朽、乱雑・・老朽、乱雑



4.4.被災を如何に防ぐか被災を如何に防ぐか

�� 33つの減災文化によって被災側の要因を取りつの減災文化によって被災側の要因を取り

除くこと除くこと

(1)(1)公衆衛生的方法公衆衛生的方法

(2)(2)地域密着的方法地域密着的方法

(3)(3)日常生活的方法日常生活的方法



被害軽減のフレーム被害軽減のフレーム

�� 設計論的課題設計論的課題

(1)(1)構造強度安全性・・破壊を許さない構造強度安全性・・破壊を許さない

(2)(2)遮断防護安全性・・侵入を許さない遮断防護安全性・・侵入を許さない

(3)(3)日常管理安全性・・劣化を許さない日常管理安全性・・劣化を許さない

�� 運動論的課題運動論的課題

(1)(1)ひとづくり・・危機に強い人をつくるひとづくり・・危機に強い人をつくる

(2)(2)ことづくり・・危機に強い仕組みをつくることづくり・・危機に強い仕組みをつくる

(3)(3)ものづくり・・危機に強い装備をつくるものづくり・・危機に強い装備をつくる

(4)(4)まちづくり・・危機に強い空間をつくるまちづくり・・危機に強い空間をつくる



地域の減災デザイン地域の減災デザイン

�� 災害や犯罪に強い地域とは災害や犯罪に強い地域とは??

(1)(1)安全に必要な空間が確保されている安全に必要な空間が確保されている

(2)(2)安全に必要な装備が設置されている安全に必要な装備が設置されている

(3)(3)安全に必要な組織が整備されている安全に必要な組織が整備されている

(4)(4)安全に必要な活動が展開されている安全に必要な活動が展開されている

(5)(5)地域の自律性、連帯性、監視性がある地域の自律性、連帯性、監視性がある

(6)(6)環境共生、世代交流がはかられている環境共生、世代交流がはかられている



犯罪のない社会を目指して犯罪のない社会を目指して

�� 空間的監視・・見通し、明るさ空間的監視・・見通し、明るさ

�� 社会的監視・・人通り、パトロール、なわばり社会的監視・・人通り、パトロール、なわばり

�� 空間的遮断・・柵や垣根、施錠やロック空間的遮断・・柵や垣根、施錠やロック

�� 社会的遮断・・法的強化、検挙促進社会的遮断・・法的強化、検挙促進

�� 空間的管理・・整理整頓、樹木管理空間的管理・・整理整頓、樹木管理

�� 社会的管理・・コミュニティケア社会的管理・・コミュニティケア


